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2019年度の 「龍谷の森J里山保全の会は、月に l回の定例活動日に間伐、薪作りなどを実施
した。毎回の活動に龍谷の森近郊で農業活動を行う龍谷大学公認サークル「龍谷F訂mJのメ
ンバーが参加し、里山活動を介した交流を持つことができた。また、寿木材工業等の他団体の

里山保全活動をサポートするこ邑で、里山保全活動の普及に努めた。6月には会員に向けて

ニュースレターを発行した。7月13日には林内で伐採した竹で樋を作って「流しそうめん大

会」を開催した。児童を含む幅広い年代の参加者に瀬田隣接地の魅力を伝えることができた。

3月には椎茸のホダ木作り大会を計画している。

活動日 活動内容 参加人数

2019年4月13日 伐採作業、芽欠き、寿木材と協働 8 

2019年5月11日 薪割り、枝葉の処理 61 

2019年6月8日 士司i会bβ"" 、 11 

2019年7月13日 流しそうめん大会 6 

2019年9月14日 草刈り、道路整備 9 

2019年10月21日 ホダ木用の樹木伐採 7 

2019年11月9日 伐採作業、枝葉の処理、寿木材と協働 7 

2019年12月14日 薪の処理、腐葉土作成 7 
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「龍谷の森」里山保全の会ニュースレター
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令和初の里山保全の会ニュースレ9ーをお届けします ヲE ヌタバを訪れる動物たち
ー:~+.t' '.+)0，-+1 -.1" ~ 4月から再放送している「おしんjが話題1;::なっていますが、 みなさん 「龍谷の森jがある瀬田后疫の地層は「古琵琶湖層jといわれています.」者

覧になっていらっしゃいますかフ苦労の多いおしんの生活のはしlましに里山の私 力ってこの地は琵琶湖の底だったということです。瀬田丘陵の地面近くの土

めぐみを生かした暮らしが指かれており、 私は毎朝欠かさず見ています。~は、 前期更新世(約 259万年前力ら 78万年前)に1街買したと考え

明治時代の薪取り 私られており(林2016)、砂や礁が多く乾燥気味の土壊条件であるのが特
f龍谷の森jでは、里山保全の会の会員のみなさんにより多綴な里山 埠徴です.そんな中、ところどころに粘土が集積している場所力局あります。粕

保全活動を行っています.中でも、 大風等で俄れたコナラや林道整備の 私 土居のために水力町留まりゃすく、動物たちが尼浴びをするのに適した場所で

一 括際に側主しはあ舌用した薪作りは、最も活発に仰れてし、る作業の 格 す。醐(河川と呼ばれています。沼田場と書く場合もあるようです。
つで、 会員の皆さんは自然の中で体を動かす心地良さを感じながら取り組 ~写真 1~4 は、そのようなヌヲパに赤外線セ〉サーの力メラを設置しておい

んでくださってし注す。薪は、化石燃料に依存した現在の私たちの暮らし 挙 て撮影したものです.イノシシの家族が頻繁に訪れて;尼浴びをしています
ではなじみの薄い燃料ですが、最近は薪ストブ愛好家の培加に見るよう 埠(写真1).休についたダこなどの寄生虫を落とすために行っている行動と

に価値が見直されつつあります。かつては、 ιこの家でも薪を使っていた、私 考えられています。対バの近くには、根元付近に白い泥が付着している
とのことですが、里山での薪取引まどのくらい一般的なことだったのでしょうかフ 蕃樹木が見られます。 イノシシが体をこすりつけて泥をこそげ遂としたのです。

『滋賀県物産制は、明治 11(1878)年頃!こ湿賀県にあった 全泥のついてゆ部分の高さから、 イノシシのサイズを慨すること杭きます.

1，397村の人口・産業等について要約された資料です。村内の山林の 4.
刺用について採薪に関する記載がある村とない村の位置を地図化したもの 〉

が図 1です.これを見ると、ほぼすべての附人々が里山で腕採ってい承

たことがわかります.現在同E谷の森Jで行われている薪作りは、普通で 誌
なくなってしまったものに新たな価値を与える再生活動と言えるのではないで換

しょラか。(本将来乃) 進
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~ 写真1.ヌヲパにやってきたイノシシの家族

J 月パを利用川る硯勤物帆は航吋
i埠sポソガラス(写真3).、ヲヌキフ (写真4)などです. フクロウや力ラスが
私 何のためにヌヲパにやってくるの力壮わかりません。 もしかすると、 泥を巣のJ材料川畑しているのかもしれ制。(宮浦郡)
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写真2.フクロウ 写真3 ハシボソガラス

図1. r滋賀県物産誌Jに見る明治初期の滋賀県下での採薪の状況J
今後の活動予定

2019年6月08日 (土)10:00- 認会
7月 13日(土)流しそうめん大会

定例活動巳は毎月第2土曜日です。作業小屋前に9時 30分
に集会して活動を行います.ご質問がある方は、林

(t…o@馴nn…
問い合わせください@
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写真4 ヲヌキフ


